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平成 22 年６月期 第２四半期累計期間(連結･個別)業績の差異に関するお知らせ 

 

平成 22 年２月２日付で、平成 22 年６月期 第２四半期決算短信において第２四半期累計期

間の業績について発表いたしましたが、当上半期においては、業績の変動要因が大きいことが

予想されたため業績予想を行っておりませんでしたので、前年同期との差異をお知らせ致しま

す。 

記 

 

１． 平成 22 年６月期 前年同期実績との差異 

 (1) 第２四半期連結累計期間 (連結) 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

     円 銭

前第２四半期 

連 結 累 計 期 間

（Ａ） 

2,879 △102 △112 △147 △1,467.28  

当第２四半期 

連 結 累 計 期 間

（Ｂ） 

1,991 △109 △89 △26 △ 271.96 

増減額（Ｂ－Ａ） △888 △6 23 121 ―

増 減 率 (％) △30.8 ― ― ― ―

 

 (2) 差異の理由 

第２四半期連結累計期間における日本経済は、景気刺激策の効果等により改善が期待されて

おりましたが、欧米向の輸出回復の遅れや円高等の懸念材料もあり、景気回復は本格的なも

のには至っておりません。情報技術事業及び人材事業を取り巻く事業環境は、企業収益低迷

の長期化から開発投資の減少やアウトソーシングコストの抑制により、受注の回復が鈍い状

況が続いております。 

このような状況の中、当社グループは営業活動の強化に努めてまいりましたが、需要の減退

による影響を受け、当第２四半期連結累計期間の売上高は、1,991百万円、前第２四半期連結

累計期間(以下、「前期」という。)の売上高2,879百万円に対し888百万円の減少(前期比30.8%

減)となりました。営業損失は109百万円と前期の営業損失102百万円に比べ損失も拡大いたし

ました。経費の見直しを進めた結果、販管費の総額は786百万円(前期は販管費の総額1,112百

万円、325百万円の減少)と改善しておりますが、売上の減少による売上総利益の減少をカバ



ーするには至っておりません。経常利益につきましては、前期発生した持分法による投資損

失がなくなったこと、営業外収入の発生等により前期より23百万円損失が減少しております。

四半期純利益につきましては、子会社売却益63百万円の発生等により四半期純損失26百万円

(前期は四半期純損失147百万円)となっております。 

 

(3) 第２四半期累計期間 (個別) 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

     円 銭

前第２四半期 

累計期間（Ａ） 
1,160 △44 △22 △40 △402.70 

当第２四半期 

累計期間（Ｂ） 
986 △12 5 78 812.84 

増減額（Ｂ－Ａ） △173 32 27 119 ―

増 減 率 (％) △15.0 ― ― ― ―

 

 (4) 差異の理由 

個別の第２四半期累計期間の前期業績との差異につきましては、連結の第２四半期連結累計

期間における理由と同様であります。 

 

 

以    上 


